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昭和 54年 10月 16日 (火)-19日(金) 午前9時30分~午後6時

鴨方町民会館(下図参照) 電話 086544-8901(学会専用電話， 10月 16日-19日)

086544-7001 (町民会館代表)

岡山県浅口郡鴨方町大字鴨方 2244-2

-フグロブ

時

所

日

場

〒719-02

午前 9時 10 11 12午後 1 2 3 4 5 6 

10月16日
太陽系 天体力学 考奨内委地学留金員選学会 位置天文 高エネルギー天文学 1-43 (火)

10月17日
太 陽 写 真 観測機器・情報処理 懇親会 44-87 (水)

10月18日
恒 星 理事会 恒 星 銀河系系 ・ 銀宇宙河論 ・ 88-131 

(木) 恒星

10月19日
星間物質・星雲 岡山ク天ス体カ物ー理シ観測所 132-147 

(金) エ ョン

講演時聞は一題について 7分です.講演者は割当時間を厳守して下さい.

スライドは透視した時に正しい上下左右関係になる ようにして，その手前側上方に講演番号と氏名，映写順序番

号を書き，下縁に 5mm位の帽の赤線をつけて下さい.ビラは用いず，スライドは講演時間内に終了できる枚数

にして下さい.オーバーへ'1ドプロジヱクターも用意いたしますので希望の方は御利用下さい.

今回は講演開始が午前9時 30分.講演終了が午後6時です. 10月19日(金)は 12時 30分糠漬終了です.

年会賓の一部にあてるため，出席者から参加費を徴収します.一般 500円， 学生3∞ 円

16日午前の講演終了後内地留学奨学金選考委員会，18日午前の講演終了後理事会を行います.

記念写真撮影は 17日午前の講演終了後行います.

懇親会は 17日午後の講演終了後商工会館において行われます.
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お知らせ

天文学研究連絡委員会将来計函小委員会の主催により，年会会期を利用して， 10月 18日午後6時より年会会場に

て， i将来計画についての意見交換会J(公開)が開催されます.

一ー岡
山

国道 2号ー

会場鴨方町民会館 (国鉄鴨方駅より徒歩 10分)

岡山県浅口郡鴨方町大字鴨方 2244-2

Tel. 086544-7∞1 (代)

会期中学会専用電話 (10月 16-19日)

086544-8901 

参加者への連絡はこの電話宛に して下さい.



第 1日 10月16日(火) 午前9時 30分より

1. 写真に依る月面の岩石の推定に就いて: 嶋坂敬郎(京都外大)

2. グレータ一生成と月物質の宇宙線年代(その 2): 入山 淳(中部工大工)，本田雅健 (東大物性研)

3. 金星の CO2Bandの等価幅の位相角および年変化: 岩崎恭輔(花山天文台)

4. 土星の環の赤外域熱温度について: 川田剛之(金沢工業大学)

5. 遠隔探査による大気の光学的定数の推定: 上野季夫(金沢工大)

6. 小惑星起源の流星・ 小笠原雅弘，寺田充 (東京理大・理)，長沢工(東大・地震研)

7. 流星物質の母琴星からの分離: 長沢工(東大地震研)

8. 馨星の PhysicalLifeについて (11): 中村土(東京天文台・堂平観測所)

9. 小馨星の族: 古在由秀(東京天文台)

( 休憩)

10. 原始地球大気中の重い希ガス原子の散逸・ 関谷実，中沢清，林忠四郎(京大理)

11. 原始太陽系星雲におけるダストの沈殿生長: 中川義次，中沢清，林忠四郎(京大理)

12. 火星の軌道改良 (ill): 新美幸夫，古川戯一郎(東京天文台)

13. 火星の暦 IV: 中井宏，木下宙(東京天文台)

14. ハイペリオンの軌道要素改良 (1970年の衝): 畑中至純(東京天文台)

15. Kepler運動の正則化と Laxの形式. 吉田春夫(東大理)

16. 衛星の長年摂動 ill: 堀 j原一郎(東大理)

17. 月の暦の惑星項-11: 久保良雄(水路部)

第 1日 10月16日(火) 午後 1時30分より

18. 自動光電子午環: 安田春雄(東京天文台)

19. 三鷹の天空輝度: 深谷力之助(東京天文台)

20. NPZT (1958)星表の編纂・ 宮内良子，安田春雄 (東京天文台)

21. NPZT星国際共同子午環観測l星表の編纂 (11): 原寿男，古川朕一郎，安田春雄，鈴木駿策(東京天文台)

22. 大気角運動量の季節変化: 原 忠徳(緯度観測所)

23. 極運動データの解析: 岡本功，菊地直吉(緯度観IIIIJ所)

24. ILS統一再計算の結果 (弓 滋，横山紘一，石 井久 (緯度観測所)

25. 構造関係と極運動観測値の処理法: 若生康二郎，金子芳久 (緯度観測所)

26. 北緯 3908'共同緯度観IIIIJ星対更新試案: 阿部茂，弓 滋，佐藤弘一(緯度観IIIIJ所)

27. 東京 PZT 観測jから求めた (a-2L~) 項: 藤井繁(東京天文台)，飯島重孝

28. 東京天文台の時刻観測における局地誤差の特性: 岡崎清市，酒井照夫，内田尚子(東京天文台)

29. 運搬時計による国内時計比較・ 加藤正，藤原清，山崎利孝(東京天文台)

30. 短い時間尺度での地球自転速度変化: 関口直甫(東京天文台)

( 休憩)

31. 静止衛星の軌道決定に対する光学追跡、データの新しい応用法: 川11頼成一郎，) 11口則幸，田中高史(電波研鹿島)， 

富田弘一郎(東京天文台)

32. シュミットカメラのディストーション: 古川畝一郎，富田弘一郎，香西洋樹，大塚和子(東京天文台)

33. iはくちょう」による RapidBurster MXB 1730-335の観測: 小山勝二，井上ー，牧島一夫，松岡勝，村

上敏夫，小田 稔，小川原嘉明，大橋隆哉，柴崎徳明，田中靖郎，田原譲(東大宇宙研)，近藤一郎(東

大宇宙線研)，早川幸男，国枝秀世，槙野文命，政井邦昭，長瀬文昭(各大理)，山下広順，宮本重徳，常深

博(阪大理)，吉森正人(立教大理)
34. MXB 1730-335 のモニター観測: 川良公明，小笹隆司，小林行泰，奥田治之，佐藤修二(京大理)， 寿 岳 潤

(東京天文台)
35. 光とX線によるX線パースト (1636-536)の同時観測: 小川原嘉明，井上一，小山勝二，牧島一夫，松岡勝，

村上敏夫，小田 稔，大橋隆哉，柴崎徳明，田中立青郎，田原譲(東大宇宙研)，早川幸男，国枝秀世，槙

野文命，政井邦昭，長瀬文昭，山下広順(名大理)，宮本重徳，常深 博(阪大理)，近藤一郎(東大宇宙
線研)，吉森正人(立大理)， H. Pedersen (ESO) ， L. Cominsky， J. Doty， G. Jernigan， J. Van Paradijs， 

w. H. G. Lewin (MIT) 
36. “はくちょう"によるX線観測j一CenX-4の結果ー: 松岡勝，井上ー，小山務二，牧島一夫，村上敏夫，

小田 稔，小川原嘉明，大橋隆哉，柴崎徳明，田中靖郎，田原譲(東大宇宙研)，近藤一郎(東大宇宙線

研)，早川幸男，国枝秀世，槙野文命，政井邦昭，長瀬文昭，山下回|原(名大理)，宮本重徳，常深 博(阪

大理)，吉森正人(立教大理)

37. CEN-X-4の光学観IIIIJ: 高岸邦夫(宮崎大工)

38. 科学衛星“HAKUCHO"によるX線パーストの観測IJ 1: 村上敏夫，小山勝二，牧島一夫，松岡 勝，小田

稔，小川原嘉明，井上ー，大橋隆哉，柴崎徳明，田中靖郎，田原譲(東大宇宙研)，近藤一郎(東大字



宙研)，早川幸男，国枝秀世，槙野文命，政井邦昭，長瀬文昭(名大理)，山下広JI慎，宮本重徳，常深 博

(阪大理)，吉森正人(立教大)

39. 科学衛星 “HAKUCHO"によるX線パーストの観測 II: 田原譲，井上ー，小山勝二，牧島一夫，松岡

勝，村上敏夫，小田 稔，小川原嘉明，大橋隆哉，柴崎徳、明，田中靖郎(東大宇宙研)，近藤一郎(東大宇

宙研)，早川幸男，国技秀世，槙野文命，政井邦昭，長瀬文昭，山下広11鼠(名大理)，宮本重徳，常深 博

(阪大理)，吉森正人(立大理)

40. “白鳥"による GX339-4の観測結果: 長瀬文昭，早川l幸男，国枝秀世，槙野文命，政井邦昭(名大理)，小

田稔，小山勝二，井上一，牧島一夫，松岡勝，村上敏夫，小川原嘉明，大橋隆哉，柴崎徳明，問中

立青郎，田原 譲(東大宇宙研)，近藤一郎(東大宇宙線研)，山下広11頂，宮本重徳，常深 博(阪大理)，吉

森正人(立教大理)

41. “白鳥"による NGC-6624の観測: 国技秀世，早川幸男，槙野文命，政井邦昭，長瀬文昭(名大理)，小田

稔，小山勝二，井上ー，牧島一夫，松岡勝，村上敏夫，小川原嘉明，大橋隆哉，柴崎徳明，田中靖郎，

田原譲(東大宇宙研)，近藤一郎(東大宇宙線研)，山下広順， 宮本重徳，常深博(阪大理)，吉森正人

(立教大理)

42. 磁気プラズマを吸着する縮漬星の磁場について I.回転のない場合の平衡: 内田 豊，B. C. Low*(東京天

文台，*同，学振フエロー)

43. 相対論的コンブトン化のモンテカルロ・シミュレーション: 高原文郎(京大基研)

第 2日 10月 17日(水) 午前9時 30分より

44. 太陽風プラズマ密度の乱れのスペクトル: 小島正宜，柿沼隆清，鷲見治一(名大空電研)

45. 速い太陽風を出す HighCoronaの構造: 柴田晋平(東北大理)

46. Magnetic reconnectionの dynamicalphaseにおけるプラズマの振る舞い: 門永高志，富松 彰(広大理論研)

47. 活動領域の源となる主磁束管の形成について: 吉村宏和(東大理)

48. 磁場内定常流の理論 (1) フィラメント: 海野和三郎(東大理)，E. Ribes (ムードン天文台)

49. 黒点出現にともなう強い下降流の起源について: 柴田一成(京大理)

50. 黒点の wideband polarization: 牧田貢，西恵三，浜名茂男(東京天文台)

51. EUV輝線から求めた紅炎の光学的厚さ: 西川 宝，柴田一成(京大理)，神野光男(飛騨天文台)，久保田 誇

(花山天文台)

52. 静穏紅炎中のガスの下降速度(1 ) : 久保田 誇(花山天文台)

(休憩)

53. フレアーに付随する紅炎の形成: 永井福郎(東大理)

54. μ波 Impulsiveと m i皮 E 型パースト・粒子加速: 小杉健郎(東京天文台)

55. U型パースト電波源の強度モジュレーシ ョン: 高倉達雄(東大理)

56. 3.75GHz太陽電波観測と大気吸収: 悠自信三(名大空電研)

57. マイクロ波 Impulsiveパーストの時間変化: 甲斐敬造(東京天文台)

58. マイグロ波・リムフレアーの観iJ!IJ: 中島弘(東京天文台)

59. 太陽リムパーストからみた電波源の位置: 小川英夫，加藤龍司，河鰭公昭，藤下光身(名大理)，面高俊宏(杏

林大)

60. 35GHzで見た太陽パーストの性質: 藤下光身，河鰭公昭，小川英夫，秋田圭介(名大理)

61. 3Heフレアの特徴. 大木健一郎，寿岳潤(東京天文台)，伊藤謙哉(立教大)

第2日 10月17日(水) 午後 1時 30分より

62. 広帯域高分散デジタル分光(干渉)計の検討: 近田義広(東大理)，平林 久，森本雅樹(東京天文台)，石黒

正人(名大空電研)

63. ミリ波広帯域分光観測lシステム: 浮田信治，稲谷JI頂司，長谷川哲夫，近田義広(東大理)，面高俊宏(杏林大)，

海部宣男，宮地竹史(東京天文台)

64. ミリ波帯 10mゆアンテナによる太陽電波観測: 熊谷博，機崎進(電波研平磯)，高橋冨士信，村永孝次

(同鹿島)

65. 二重相関型電波強度計: 赤羽賢司(東京天文台)

66. 1.5 mO短ミリ波電波望遠鏡: 加藤詣司，小川英夫，河鰭公昭，鷹野敏明，林 良一(名大理)，面高俊宏(杏

林大)

67. 電波研 VLBI5ヶ年計画について: 川尻高大，河野宣之，高橋冨土信，) 11口則幸，吉野泰造，小池国正(電波

研鹿島)

68. 国際 VLBIネ vトワーグの幾何学: 平林 久(東京天文台)

69. VLBIシステムを利用した Cyg-Aの観測・ 吉野泰造，高橋冨士信，河野宣之(電波研鹿島)

70. RADIO SONDEデータによる伝搬路 EXCESSPATHの推定: 小池国正，河野宣之(電波研鹿島)

71. 新 8cm へリオグラフの制御系について: 西尾正則，森田耕一郎，小林勝司，石黒正人(名大空電研)



72. 岡山太陽グーデ望遠鏡の補鏡による偏光: )11上肇(東大理)，牧田 貢 (東京天文台)

73. ドームレス太陽望遠鏡の近況: 中井善寛(花山天文台)，服部 昭，船越康宏，黒河宏企(飛腸天文台)

74. 広波長域分光計用偏光解析装置の観iJ!IJ精度: 沖田喜一，磯部湧三，清水 実，西村史朋(東京天文台)

(休憩)

75. 188 cm赤道儀の表示系の改造: 湯谷正美，渡辺悦二，清水康広(東京天文台)

76. 岡山の 91cm赤道儀の改造 (1) 機械系: 小矢野 久，乗本祐慈，岡田隆史(東京天文台)

77. 岡山の 91cm赤道儀の改造 (II) 制御系及び表示系: 渡辺悦二，沖田喜一，清水康広(東京天文台)

78. 岡山の 91cm赤道儀の改造 (m) ソフトウエア: 清水康広，渡辺悦二，沖田喜一，湯谷正美 (東京天文台)

79. 映像増幅管の特性について: 岡田隆史(東京天文台)

80. Diode Array Rapid Scan Spectrometerによる天体分光観測: 石井久司，有本信雄，谷口義明，田村真一(東

北大理)

81. SITテレピカメラの実験 (II): 斎藤馨児，佐々木五郎，平山智啓，冨田弘一郎，磯部誘三(東京天文台)

82. 天文学用光干渉計の室内実験: 野口本和，平山智啓，磯部誘三，土屋 淳(東京天文台)

83. 間欠露出法による 105cmシュミット望遠鏡の解析: 青木 勉，岡村定矩，清水 実(東京天文台)

84. 木曾観測l所における原板コピーシステム: 征矢野隆夫，野口 猛(東京天文台)

85. PZT星像座標自動測定法とその精度. 中嶋浩一，吉成正雄，小熊 巌(東京天文台)

86. IEEEパスを利用した自動時計比較システム: 山崎利孝，藤原 清(東京天文台)

87. 恒星カタログの相互参照システム. 寺下陽一，山口 勇，北村彰，福田一郎(金沢工大)

第3日 10月18日 (木) 午前9時30分より

88 . a Cam (0. 95Ia)における Ha線の時間変動: 高田昌英(東大理)，寿岳潤 (東京天文台)

89. Be星のスペグトル変化について m: 門 正博，小暮智一，平田竜幸(京大理)

90. IUE衛星による早期型特異星の観測 1 : 定金晃三(大阪教育大)，寿岳 i閏(東京天文台)
91. フ.レオネの IUEスペグトル: 平田龍幸(京大理)，寿岳 i問(東京天文台)

92. 速度標準星 aLEPの視線速度変化: 石田五郎(東京天文台 ・岡山)

93. KUVXO (木曾紫外超過天体)の低分散スペクトル(1 ) : 近藤雅之，野口 猛，前原英夫(東京天文台)

94. こぎつね!杢の新星状天体の観il!IJ: 石田怠ー，野口 猛，乗本祐慈，中桐正夫，征矢野隆夫，山下泰正(東京天

文台)，本田実(倉敷天文台)
95. Ba II星のスペグ トノレ分類: 乗本祐慈，山下泰正(東京天文台)

96. ミラ型変光星の UBV観測IJ: 中桐正夫，山下泰正(東京天文台)

( 休 憩)

97. VV Cepheiの輝線放射殻の構造: 西城恵一(東大理)

98. 赤色巨星の有効温度 II.赤外編射による視直径: 辻 隆(東京天文台)

99. 晩期型星の質量損失: 渡遜鉄哉(東大理)

1∞. 碩射拡散と星の大気: 成相恭二(東京天文台)

101. B型星大気内乱流の源について: 小平桂一 (東大理)

102. 幅射庄の強い早期型星の非動径振動: 柴橋博資，尾崎洋二(東大理)

103. 恒星の脈動安定性に対する対流の影響: 尾崎洋二(東大理)， G. Gonczi (Nice天文台)

104. X線近接連星の起源と進化: 宮路茂樹(東大理)，杉本大一郎(東大教養)

第3日 10月18日(木) 午後 1時30分より

105. 有限温度の核物質に対する状態方程式: 上西啓祐，荒井賢三，橋本正章(熊本大理)

106. 車曲対称非均質媒質中の電磁流体衝撃波: 安達順一，橋本喜明(弘大理)

107. 一般相対論的衝撃波の伝播について: 石塚俊久(茨大理)，坂下志郎(北大理)

108. 軸対称一般相対論的重力崩壊: 中村卓史，観山正見，佐々木 節(京大理)，前田恵一(基研)

109. 若い散関星団 NGC2244の UBVi，員IJ光: 小倉勝男 (国学院大)，石田憲一(東京天文台)

110. M13の水平分校星: 野口 猛，前原英夫(東京天文台)

111. ペルセウス腕内早期型巨星の空間密度: 市川 隆(京大理)

112. 最尤法による晩期型星の絶対等級の決定: 三上孝雄(東大理)， Andre Heck (IUE天文台)

113. 銀河の極方向に於ける halodwarfの重元素組成分布 II: 大道卓，吉井議(東北大理)，佐藤正道(桃生

中学)

114. マウナケア天文台における赤外線観測: 奥田治之，佐藤修二，川良公明，小林行泰(京大理)，寿岳 潤(東

京天文台)

115. 赤外線による銀河面のサーベイ (m): 小笹隆司，川良公明，小林行泰，佐藤修二，奥田治之(京大理)，浜島

清利，石田恵一(東京天文台)

116. 近赤外多色観測に基づく我が銀河の描像: 野口邦男，早川幸男，松本敏雄，村上 浩(名大理)，字山喜一郎

(東大宇宙研)



117. 球状銀河形成のモデルについて: 藤原隆男(京大理)

118. Toomre.Kuzmin恒星系モデルの安定性: 永井隆三郎(東京天文台)

(休憩)

119. 円盤銀河の磁場構造: 沢 武文(愛知教育大)，藤本光昭(名大理)

120. 新座標条件による膨張宇宙の正準形式: 木原正博，成相秀一(広大理論研)

121. Gauge場の擬粒子解と初期字宙: 東孝博，成相秀一(広大理論研)

122. 重元素を含むガス雲の熱不安定による分裂: 吉井議，佐場野裕(東北大・理)

123. 原始銀河雲の熱的進化 ll: 長谷川辰彦，吉井譲，佐場野裕(東北大・理)

124. S， SO型銀河の 3次元梼造 i兵部 勝，小平佳一(東大理)，岡村定矩，高瀬文志郎(東京天文台)

125. Galaxyの hothalo: 羽部朝男，池内了(北大理)

126. 高温銀河間ガス中の巨大銀河からのガスの蒸発と X線輯射: 高原まり子(京大理)，高原文郎(京大基研)

127. 熱い轄射場中の星の溶解 ll: 加藤万里子(立教理)

128. 紫外超過銀河の探査および分光観測・ 高瀬文志郎，野口 猛(東京天文台)

129. 対状電波i原の形成(ガスの回転の効果): 森田一彦，坂下志郎(北大理)

130. オハイオ電波i原カタログとコンパグト銀河の同定: 田原博人，荒井毅(宇都宮大教育)，井上 允(東大理)

131. 直線偏波カタログについて: 井上 允(東大理)，田原博人(宇都宮大教育)

第 4日 10月19目(金) 午前 9時 30分より

132. 円柱状星間雲の安定性について: 冨田良雄(京大理)

133. 外圧と平衡にある星間雲の安定性 ll: 金成雄三(東北大理)

134. Evaporation等を入れた CloudSpectrum: 田中裕(京大理)，池内了，羽部朝男(北大理)

135. 国体微粒子の赤外連続吸収: 稲吉彰，中田好一，回遠俊彦(東大理)

136. 回転楕円形粒子の光散乱: 尾中 敬(東大理， UCSD) ，上候文夫 (東大理)

137. HCsNへの電子衝撃: 坂田 朗(電通大応用理学)，和田節子(電通大化学)

138. 星間雲の電離度に対する Grainの影響: 梅林豊治，中野武宣(京大理)

139. HBV 475の Hel輝線変化: 田村真一(東北大理)

(休憩)

140. オリオン旦雲内星の色と分布: 佐々木五郎，磯部誘三(東京天文台)

141. オリオン星雲の偏光波長依存性: 磯部務三， i中田喜一，清水 実，西村史朗(東京天文台)

142. 暗黒星間雲 Khavtassi141について: 斎藤孝(京都府立向陽高校)，冨田良雄，大谷浩(京大理)

143. 銀河中心領域の赤外 IQUマッピング. 小林行泰，小笹隆司，川良公明，佐藤修二，奥田治之(京大理)

144. 超新星レムナント S147の 5GHz電波観測: 祖父江義明 (MPI，名大理)， E. Furst (MPI)， W. Hirth (Bonn 

大学)

145. 銀経 3度の巨大分子雲. 稲谷順司，浮田信治(東大理)，小平真次，石井孝一(木更津高専)，海部宣男(東京

天文台)

146 銀経 12?4-45?2の HI自己吸収(I): 長谷川哲夫(東大理)，福井康雄(東京天文台)，佐藤文男(千葉県教

育センター)

147. M16領域の低温 HIガス. 佐藤文男(千葉県教育センター)，長谷川哲夫(東大理)，福井康雄(東京天文台)


